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そうだったのか！北海道のコムギなまぐさ黒穂病

１．成果の概要

（１�）なまぐさ黒穂病は、小麦の穂に発生する病害で、その病原菌とその特性、被害を軽減するための栽培方

法（耕種的対策）を明らかにしました。

（２）なまぐさ黒穂病が発病した穂はなまぐさい臭いがするのが特徴で、その臭いの特性などを解明しました。

２．成果内容

（１）なまぐさ黒穂病に感染した小麦を詳細に観察して、症状の特徴を明らかにしました（図１）。

（２�）北海道で発生しているコムギなまぐさ黒穂病の病原菌が本州における病原菌と異なることを明らかにし

ました（図２）。

（３�）北海道で発生しているコムギなまぐさ黒穂病は土壌表面の伝染源が小麦に感染し、さらに主に積雪下で

感染することを明らかにしました（図２）。

（４�）播種深度が浅かったり、遅まきすると発生を助長するため、適期に適正な深さで播種することがなまぐ

さ黒穂病対策として重要であることを明らかにしました（図２）。

（５）なまぐさ黒穂病による臭いの原因物質を明らかにしました。

（６�）なまぐさ黒穂病による臭いの強さは小麦の成熟とともに弱くなっていくこと、および地域間差や品種間

差が認められないなど、臭いの特性を明らかにしました。


